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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Age was associated with prevalence. (prevalence varied non-linearly with age (quadratic term p<0.001))
年齢は有病率と関連しており、その関係は直線的ではなく、年齢に伴って曲線的に変化していた。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
30271
13695
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
有意差なし
地域
婚姻の有無
子の有無
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
N = 4,569
月経困難症がある人（月経困難症スコア　１点以上）
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
N = 4,569　DysM score 1点以上
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
N = 3708  (中等度以上の月経困難症、n=3,708)
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
（一ヶ月の医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担がいくらまでなら受診しますか。(n=3708)

経済的負担については、
自己負担
月々1000円まで　→　64.6％  100-11.6-23.6 = 64.8
月々2000円まで　→　35.2%
無料でも受診しない　→　11.6%

受診に必要な時間が月々1時間以内なら受診する人は71.4％だった。若年ほど経済的時間的負担を、子供がいる人は時間的負担を許容する傾向だった。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
年齢が高いと、より医療費を支払う意欲なし 
月経スコアが高いとより医療費を支払う意欲あり 
月経困難症の知識が高いとより医療費を支払う意欲あり 
世帯年収が600万以上の場合より医療費を支払う意欲あり 
北海道や東北、九州地方はより医療費を支払う意欲あり 
(中等度以上の月経困難症、世帯年収の記載があった人、n=2,947)
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
経済的負担については、自己負担が月々1000円までなら64.6％だった。受診に必要な時間が月々1時間以内なら受診する人は71.4％だった。若年ほど経済的時間的負担を、子供がいる人は時間的負担を許容する傾向だった。

月々、平日日中の受診にかかる時間的負担（移動時間、待合時間など含む）がどの程度であれば、受診しますか。�※平日とは、年末年始や祝日を除く、月曜日から金曜日を指します (n=3708)
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
年齢が上がると時間を使うと回答する人が減少する 
症状が強いと時間を使うとより回答する 
知識を多いと時間を使うとより回答する 
子供がいると時間をつかうとより回答する 

通院時間を使うと回答することに関連する因子

かかる時間を問わず受診しない
Vs
１分以上時間がかかっても受診する
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